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桃の節句を華やかに祝う

手作り地震装置で防災研修会貴重な民俗芸能を保存・継承し続ける安全な通学路で登下校

集落跡や水田跡を発見！デジタル化の取り組みなどを視察宮崎県初！レスリング全国大会優勝

2月28日～3月17日

3月8日3月17日3月23日

3月9日3月18日3月26日

津軽三味線コンクール日本一
3月13日

新型コロナウイルス５類移行後、初めての花見
シーズン。市内の桜の名所が多くの来場者で賑

に ぎ

わう
など、コロナ禍前の光景が戻ってきました。中でも、
小学校入学を控えランドセルを背負った子どもらの
記念撮影を行う光景は、一

ひ と

際
き わ

目立っていました。

満開の桜の下で、弾む笑顔

今月の表紙 ＣＯＶＥＲ

「日本一の弓のまち都城」を全国にPR
3月23日・24日

まちの話題 in M i y a k o n o j o

02	 まちの話題

04	 関之尾公園リニューアル
08	 災害に備えよう
10 	 都城歴史資料館企画展「南の縄文文化」
1 1 	５月12日は民生委員・児童委員の日
1 2 	 最近おなかが出てきたけど、それ、メタボ？
1 3 	 ５月は全国消費者月間です！
14 	 写真で巡る　みやこのじょう桜スポット
16 	 安心して生き生きと暮らし続けることができるまちを

目指して／「都城市こども家庭センター」を設置

1 7 	 ５月は赤十字運動月間です／災害時に支援が必
要な人の名簿を作成しています

18 	 INFORMATION（市からのお知らせ）／政治家
の寄付禁止！／風しん感染を防ぎましょう／ワクチ
ンで予防できる「子宮頸がん」／配食サービス
を利用しませんか

22	 緊急通報機器を利用しませんか／安全で快適な
道路環境づくりに協力ください

23	 国際交流員のひとりごと／安全・安心情報／
	 読者のお便り

24	 企業の力／今月の読者プレゼント
25	 美術館情報／歴史探訪／
	 都城島津伝承館だより

26	 Let’sみやこんじょい／おすすめ図書／まちなか
deわくわく

27	 都城フィロソフィ／届けたい都城の風景／
	 私の夢／現住人口／編集後記

28	 令和５年度後期　インスタ都城選手権

レスリングの第28回全国少年少女選抜選手権大
会で優勝した奥野豪心くんが（現：沖水中 1 年）

吉永副市長を表敬。奥野くんは「練習を重ねて、強
い選手を倒していきたい」と抱負を語りました。

古代から中世の大型溝
みぞ

状
じょう

遺
い

構
こう

に囲まれた集落跡
や、水田跡などが発見された菅

す が さ こ

ヶ迫遺跡で現
地説明会を実施。実際に遺跡を歩いた参加者らは、
真剣な表情で職員の説明に耳を傾けていました。

デジタル庁の石川昭政副大臣が本庁舎の書かな
いワンストップ窓口やマイナンバーカードサ

ポートセンター、消防局などを視察。デジタル化の
取り組みについて、池田市長と意見交換を行いました。

旧後藤家商家交流資料館で開催された商家のひ
なまつり「雛

ひな

の宿」。商家に伝わる古い雛飾り
やオリジナルの雛人形などが風情ある建物と調和し
て飾られ、訪れた人らを楽しませていました。

消防士有志の「防災みやこんじょ」のメンバー
を講師に、高城生涯学習センターで防災研修

会が開かれました。参加者は手作りの地震装置で激
しい揺れを体感するなど、災害への備えを学びました。

山之口麓
ふもと

文
ぶん

弥
や

節
ぶし

人形浄瑠璃の定期公演が、人形
の館で開催されました。国指定「重要無形民

俗文化財」を継承する同保存会の演じ手ら。公演で
は伝統の妙技を披露し観客を魅了していました。

五十町と今町を結ぶ幹線道路であることから交
通量も多く、通学路にもなっている瀬之口橋。

橋
きょう

幅
ふく

が狭いことから、通行者の安全確保のために整
備していた側

そく

道
どう

橋
きょう

が完成し、式典を行いました。

弓まつり全国弓道大会が早水公園体育文化セン
ターで開催され、全国から約2600人が参加。

張り詰めた緊張感の中、矢が的に当たる度に「よぉ
し！」と観客席から声が響き渡りました。

全国津軽三味線コンクールで日本一となった津
軽三味線石井流の石

いし

角
かど

怜
れ

那
な

さんが、池田市長
を表敬訪問。石角さんは「将来は指導者として津軽
三味線の魅力を広めていきたい」と夢を語りました。


